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産業建設常任委員会資料  

令 和 ４ 年 ２ 月 10 日  

都市創造部道路整備課  

 

能越自動車道福岡ＰＡのインター化に係る第１回地区協議会について（報告） 

 

第１回能越自動車道（仮称）福岡パーキングエリアインターチェンジ地区協議会につい

て、結果を報告いたします。 

 

１ 地区協議会の目的 

   地区協議会では、ＩＣ構造、整備方法、事業費、費用対効果、管理運営方法等につ

いて合意形成を図り、実施計画書を作成する。 

 

２ 地区協議会のメンバー 

  国、県、道路公社、市、学識経験者、連合自治会長 等（別紙１参照） 

 

３ 開催日時及び場所 

  日  時 令和４年２月１日（火）13 時 30 分～14 時 30 分 

  場  所 ホテルニューオータニ高岡 万葉の間 

 

４ 次第 

（１）開会 

（２）協議会の設立 

（３）会長の挨拶 

（４）委員等の紹介 

（５）協議内容 ～実施計画書（案）の概要（別紙２参照） 

 

５ 議事要旨 

  ・設立趣意書（案）及び規約（案）について承認され、協議会を設立。 

  ・実施計画書（案）として議論する項目のうち、連結を必要とする理由や整備効果に

ついて承認。 

  ・委員からの主な意見 

「地元では、以前からＩＣ化を要望しており、計画の具体化を。」 

「ＩＣ化に合わせた観光地やイベントの情報発信も重要。」 

「国、県とも連携し、中長期的なＩＣへのアクセス道路網の整備が必要。」 

 

６ 第２回地区協議会の予定 

  時  期 令和４年３月下旬 

  議事内容 実施計画書（案）の概要として議論する項目のうち、ＩＣ構造や事業費等

について協議 
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能越自動車道福岡パーキングエリアインターチェンジ地区協議会名簿 

 所  属・役  職 氏  名 

 

備 考 

会 長 高岡市副市長 河村 幹治  

副会長 国土交通省北陸地方整備局富山河川国道事務所副所長 杉本  敦  

委 員 

公立小松大学特任教授 髙山 純一 リモート出席 

桜美林大学教授 渡辺 康洋 リモート出席 

富山県土木部道路課長 金谷 英明  

富山県高岡土木センター所長 神島 隆雄  

富山県道路公社事務局次長 和田 正一  

富山県道路公社能越自動車道管理事務所所長 上田 正人  

高岡市商工会会長 上田 久之  

高岡市連合自治会会長 浦田 一郎  

福岡町地域自治会連合会会長 矢竹 有至 欠 席 

立野地区連合自治会会長 杉本 進  

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー 

富山県警察本部交通部交通規制課課長補佐 山田 康則  

富山県警察本部交通部高速道路交通警察隊総務係長 髙野 亮  

富山県高岡警察署交通課課長 成田 和典  

中日本高速道路株式会社金沢支社総務企画部企画調整課長 西岡 幹雄 リモート出席 
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当該ＩＣの設置により期待される整備効果

1)本市のまちづくり「コンパクト・アンド・ネットワーク」に寄与
高岡市は、H30年度に策定した都市計画マスタープランにおいて、その将来像を支える「コンパクト・
アンド・ネットワーク」のまちづくりに取り組み、持続可能な都市構造の実現を目指している。

「コンパクト・アンド・ネットワーク」のまちづくり
人口減少や少子高齢社会が進行していく中、本市の成り立ちや都市基盤整備状況等を

踏まえつつ、各地域の特性に応じた都市機能や居住機能をそれぞれの市街地内に誘導す
るとともに、それらを公共交通や道路等で結ぶというまちづくりの考え方であり、機能
性・安全性・利便性の高い持続可能な都市構造を目指す。

解決策：福岡PAをIC化し、能越自動車道を経由する拠点間連携軸の形成
「福岡PAのIC化」と「他機関の事業」を併せることで、
拠点間連携軸（福岡市街地～能越道～高岡環状道路～高岡都心エリア）の強化・充
実を図る。（※高規格道路ネットワークを利用した短距離トリップの効率化）

現 状：福岡市街地～高岡都心エリアの拠点間連携軸は、国道8号
課 題：信号交差点が多く、交通渋滞による速達性や定時性の確保が困難

広域都市拠点：都心エリア（新高岡駅～高岡駅～中心市街地）において、県西部
の中核都市にふさわしい高次都市機能の集積を図る拠点

地域生活拠点：周辺市街地エリア（伏木、戸出、中田、牧野、立野、東五位、福
岡）内の広域都市拠点との連携の中心となる駅等の周辺において、
身近な生活サービス機能の集積を図る拠点

拠点間連携軸：広域都市拠点（都心エリア）と地域生活拠点（周辺市街地エリア）
を結ぶ鉄軌道や道路を「拠点間連携軸」と位置づけ、分散する拠
点間を連携するための強化・充実を図る。

地域生活拠点
（福岡市街地）

広域都心拠点
（高岡都心エリア）

六家立体化事業

拠点間連携軸
（福岡市街地～高岡都心エリアを結ぶ道路）

■福岡市街地におけるまちづくりの動き
・H30高岡市立地適正化計画により、福岡
駅北側を居住誘導区域に設定。

・新たなまちづくりに取り組んでいる福岡
駅前土地区画整理事業は、R7年度末完成
予定。

→今後、福岡市街地における居住人口の
増加が期待される。
福岡PAのIC化により、福岡市街地の価
値を更に高め、発展に大きく寄与する。

（仮称）福岡PAIC

福岡駅前土地
区画整理事業

拠点間連携軸
（現状：国道8号を利用）

地域生活拠点
（福岡市街地）

広域都心拠点
（高岡都心エリア）

他機関の事業
国 ：六家立体化事業
県 ：高岡環状道路の高架整備事業

（南郷大橋～佐野）
公社：能越自動車道の利便性向上対策

（H30実施）

具体的には・・・
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料金変更前 料金変更後

【能越自動車道の交通量の変化】

高岡～福岡(台/日)

地元住民の声
・福岡地区の国道8号は、2車線区間であり
交通渋滞が発生している。

・IC化されることで渋滞区間も避けること
ができ、高岡都心エリアへのアクセスも
早くなるため、福岡IC化を強く要望する。
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当該ＩＣの設置により期待される整備効果
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(千ﾄﾝ)

伏木富山港（新湊地区）

2)既存工場等の集積や新たな企業立地誘導
高岡市の産業・地域活性化に関する現状及び整備効果
現状：福岡PA周辺に多くの工場・事業所が集積。

また、伏木富山港から海外に輸出する企業あり。取扱量も増加傾向。
効果：(仮称)福岡PAICへのアクセス向上により、既存工場等の集積維持、新たな企業立地の誘導。

伏木富山港へのアクセス性が向上により、海外への物流の円滑化が図られ、更なる生産性の向上。

(仮称)
福岡PAIC

N

高岡砺波
SIC

高岡IC

高岡北IC

福岡IC

至 小矢部砺波JCT

●伏木富山港（新湊地区）の
海外取扱貨物量

伏木富山港
（新湊地区）

伏木富山港へ向かう場合
(仮称)福岡PAIC無しのルート 約53分
(仮称)福岡PAIC有りのルート 約47分

主要渋滞箇所

※富山県土木部港湾課のデータを元に作成

・福岡PAのIC化により、国道８号の渋滞を回避。
・福岡市街地から伏木富山港（新湊地区）への所要時間は約６分短縮

（整備前：約53分→整備後：約47分）

伏木富山港（新湊地区）

鉄道機器㈱

富士コン㈱
北陸ｱﾙﾐﾆｳﾑ㈱

(仮称)
福岡PAIC

富士運輸㈱

新潟運輸㈱

●地元企業の声
A社（製造会社）
現在は伏木富山港（新湊地区）からミャ

ンマーへ製品を輸出。今後は海外への輸出
量が増大することを見据えており、福岡PA
のIC化による新湊地区までの輸送効率の向
上を期待している。

B社（運送会社）
国道8号は、通勤時間帯は渋滞するので

定時制の確保が難しい。また、2車線区間
では、大型車の右折待ちや安全性の面から
一般車へ迷惑がかかる。
定時制や速達性だけでなく安全性の確保

のためにも福岡PAのIC化は必要。

いなほ化工㈱

福岡市街地
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当該ＩＣの設置により期待される整備効果
3)救急搬送の遅延防止・迅速化
高岡市の救急活動に関する現状及び整備効果
現状：福岡地区の国道8号は2車線区間であり、国道8号が渋滞や事故等により時間を要することに

なった場合、迅速な救急活動が困難
効果：(仮称)福岡PAICの活用により、迅速かつ安全な救急活動に寄与

・高岡市には富山県西部唯一の第三次救急医療機関「厚生連高岡病院」が立地。
・福岡PAのIC化により、福岡町市街地から厚生連高岡病院への所要時間が約4分短縮（整備前：約25分→整備後：約21分）。
・国道8号の2車線区間が通行止めとなった場合、（仮称）福岡PAICから能越道経由で厚生連高岡病院への救急搬送が可能。

救急医療改善効果のフロー

厚生連高岡病院へ向かう場合
（仮称）福岡PAIC無しのルート 約25分
（仮称）福岡PAIC有りのルート 約21分

(仮称)
福岡PAIC

N

至 小矢部砺波JCT 高岡砺波SIC

高岡IC

高岡北IC

福岡IC

福岡PA

厚生連高岡病院

（仮称）福岡ＰＡＩＣの整備

国道8号が渋滞や事故等により時間を要する

救急患者の生存率向上

福岡市街地から能越道経由で厚生連高岡病院へ搬送

3,148 3,155

3,444

3,506

2,900

3,000

3,100

3,200

3,300

3,400

3,500

3,600

H26 H27 H28 H29

(人) 年度別救急患者数

出典：厚生連高岡病院HP

●地元救急隊員の声

※第三次救急医療機関
二次救急体制では対応できない重症および複数の診療科領域にわたるすべての重

篤な救急患者（頭部損傷、心筋梗塞、脳卒中など）を２４時間体制で受け入れる体
制と高度な診療機能をもつ医療機関

■朝夕の通勤時間帯は特に国道8号が渋滞し
ているので、搬送に時間がかかる。

■国道8号の2車線区間は特に事故リスクが
高く、交差点の横から飛び出しのリスク
があり、緊急走行時の安全に配慮する必
要がある。

■福岡市街地を含むPA周辺から搬送する際
は、能越道を利用することで、時間短縮
だけはなく安全性も高まる。

福岡市街地
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当該ＩＣの設置により期待される整備効果
4)河川氾濫時における救援活動等のルート確保
庄川・小矢部川洪水浸水時の物資輸送に関する現状及び整備効果
現状：国道8号、福岡・高岡ＩＣ周辺が庄川・小矢部川洪水浸水想定区域に位置している
効果：(仮称)福岡PAICの活用により、高岡西部総合公園(広域避難場所)への迅速な物資輸送に寄与

資料／富山河川国道事務所 庄川・小矢部川 洪水浸水想定区域図から作成

至 七尾市
N

迅
速
な

物
資
輸
送

高岡西部総合公園
(広域避難場所)

(仮称)福岡PAICを活用して
富山石川県境から高岡西部
総合公園へ向かうルート

福岡IC

(仮称)
福岡PAIC

庄川や小矢部川が氾濫した場合、国道8号
を経由して、高岡市の広域避難場所であ
る高岡西部総合公園への物資輸送は困難

(仮称)福岡PAICは庄川・小矢部川浸水洪
水想定区域外であるため、広域圏から(仮
称)福岡PAICを利用したアクセスが可能。
また、高岡西部総合公園への唯一のアク
セスルート

高岡西部総合公園（広域避難場所）は、陸上自衛隊
の野営キャンプ地や救援物資の配布場所として機能
（※写真はイメージ図）

至 金沢市

高岡IC

高岡北IC

例えば、富山石川県境（金沢市側、七尾
市側）からの迅速な物資輸送に寄与（※
高岡市内での災害発生時、陸上自衛隊は
金沢駐屯地が応援）

高岡西部総合公園
(広域避難場所)

庄川・小矢部川浸水想定区域
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当該ＩＣの設置により期待される整備効果
5)北陸新幹線との相乗効果による観光入込客数の増加
高岡市福岡町の観光振興・文化の交流促進に関する現状及び整備効果
現状：旧北陸街道の歴史的な町並みをはじめ、「菅笠づくり」や「福岡つくりもんまつり」等の独自の

文化を有し、観光資源に恵まれている。
効果： (仮称)福岡PAICの活用により、新高岡駅から福岡市街地へは約5分時間短縮効果がある。

北陸新幹線との相乗効果により、更なる観光入り込み客数の増加に寄与
N

福岡市街地

高岡IC

福岡町つくりもんまつり

秋の収穫を祝い五穀豊穣に感謝する300
有余年の伝統を持つ奇祭。H29ふるさとイ
ベント大賞（内閣総理大臣賞）を受賞。

旧北陸街道の歴史的町並み 菅笠づくり

H21重要無形民俗文化財の指定、H27日本遺産に認定「加賀前田家ゆかりの町民文化が花咲くまち高
岡－人､技､心－」。 また、菅笠が特産。菅笠問屋である伝統的な町家とともに歴史的な風情を醸し出し
ており、H29 国の伝統的工芸品に指定。

雅楽の館

江戸時代末期より継承されてきた
市指定無形文化財「雅楽」の楽器
や装束を、趣きある商家に展示。

(仮称)
福岡PAIC

名称 市町村 30年入込数

1 となみチューリップフェア 砺波市 293,000

2 山王まつり 富山市 250,000
3 とやまスノーピアード 富山市 216,200
4 おわら風の盆 富山市 210,000
5 富山まつり 富山市 190,000
6 福岡町つくりもんまつり 高岡市 160,000
7 高岡七夕まつり 高岡市 156,000
8 高岡御車山まつり 高岡市 151,000
9 高岡万葉まつり 高岡市 130,000
10 櫛田神社初詣 射水市 120,000

殿様清水

まちづくり福岡工房

新高岡駅⇔福岡市街地
（仮称）福岡PAIC無しのルート 約32分
（仮称）福岡PAIC有りのルート 約27分

ミュゼ福岡カメラ館

安藤忠雄建築物（外観）
写真、映像文化の魅力を伝えるミュージ
アム。 約3,000点のカメラ資料を収蔵。

歴史的景観重点区域

景観形成重点地区

130,000 

160,000 

120,000

140,000

160,000

180,000

H26 H30

福岡つくりもんまつり（観光入込数）【人】

新幹線開業前 新幹線開業後

●菅笠振興会の声
富山県のイベント祭
観光入り込み客数(H30)

■福岡PAのIC化は福岡に来てい
ただくためのツールである。

■菅笠振興会は、福岡の菅笠を
全国へ周知していきたいと考
えており、福岡PAのIC化は県
外から菅の産地を見学に来て
頂くことに繋がる。

■今後は、菅笠の魅力を伝える
ためチラシやパンフレット等
の広報活動・PRを行っていき
たい。
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